
２０１４年２月１５日（土）１３：００ 開催 

３０年後の医療の姿を考える会 市民公開シンポジウム 

第 8回 メディカルタウンの“本人中心の合意づくり” 

 

私たち「30年後の医療の姿を考える会」(会長秋山正子)は毎年 2月にシンポジウムを開催しており

ます。第 8回目の 2014年は「本人中心の合意づくり」を取り上げます。 

基調講演の桑子敏雄先生のﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（空間体験を共有することによる創造的討論の場）は、

「随所楽座(ずいしょらくざ)」と表現されるようにとても奥深く楽しいものです。日頃、職場や家庭

や学校などさまざまな場面で悩んでいる合意作りの問題を頭に描きながら、「現場」での「来歴」と「理

由」を掘り下げ、明日に役立つ実践的な「倫理」「哲学」に触れることができるでしょう。 

 これを受けて個性的な４人のシンポジストは、それぞれの現場での「本人中心の合意づくり」の難

しさと、困難を超えて前進する醍醐味を熱く語ります。皆さんとの話し合いの中から、21 世紀にフィ

ットした合意づくりを探していきます。 

 

プログラム 

13：30～13：35【開会のあいさつ】松本武敏（熊本在宅ドクターネット 医師） 

 13：35～14：30【基調講演】～参加型合意形成のプロセスとは（仮）～ 

桑子敏雄（東京工業大学教授） 

 14：40～16：25【シンポジウム】～本人中心の合意づくりに必要なこと（仮）～ 

         吉武久美子（順天堂大学准教授） 

         半田理恵子（夢のみずうみ村新樹苑（世田谷）施設長） 

         宇都宮宏子（在宅ケア移行支援研究所） 

         西上ありさ（Studio-L、コミュニティデザイナー）ほか 

         司会／柳田邦男（ﾉﾝﾌｨｸｼｮﾝ作家）、中村順子（秋田大学教授） 

16：25～16：30【まとめ】秋山正子（本会会長、白十字訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ統括所長） 

         総合司会／大久保菜穂子（順天堂大学ﾍﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ・ﾘｻｰﾁ・ｾﾝﾀｰ研究員） 

                                          

日時：2014 年 2 月 15 日（土） 13 時 30 分～16 時 30 分 開場 13 時 00 分 

会場：東京 四ツ谷 上智大学 3号館 521教室 （300人収容） 

参加費：1000円 学生 500 円   

申込み：お名前・職業・連絡先を暮らしの保健室まで、メールまたは FAXでお申込み下さい。 

Mail : hokenshitu@kjc.biglobe.ne.jp   FAX : 03-3205-3115 

 

主催：30年後の医療の姿を考える会 白十字在宅ボランティアの会 暮らしの保健室 

    新宿区戸山 2-33 戸山ハイツ 33号棟 1階  

後援：(従来実績・依頼中)朝日新聞社、毎日新聞社、東京都、日本臨床倫理学会、がん哲学外来、 

がん哲学学会市民学会、ホームホスピス宮崎、日本医業経営コンサルタント協会東京支部、 

プルデンシャル生命保険(株) 

mailto:hokenshitu@kjc.biglobe.ne.jp


2014年のテーマ メディカルタウンの“本人中心の合意づくり” の趣旨 

 

 人は一人で生きていくことはできません。地域社会の中で、友人や仲間と助け合いながら学び、成長

し、社会のなかでの役割を果たしつつ、自分らしく暮らしています。それが分かっていたはずなのに、

20 世紀は、二度の世界大戦に象徴されるように白か黒か表か裏かの二項対立、効率を求め、プロセス

よりも結果を急ぐ時代でした。 

いま、21 世紀を生きてゆく私たちは、東日本大震災という未曾有の大災害からの復興や、人類史上

初めての超高齢社会と人口減少、エネルギー問題などなど、未知との遭遇の連続なのだと痛感します。 

人のいのちや生活についても、当たり前のように思っていた価値観や常識を振り返る時期に来ている

ことは間違いありません。 

 

○病気になったらどこでどうするか？ 口から食べられなくなったらどうするか？ 延命治療を望む

か望まないか？などさまざまな場面で問われ、自分で答えを出さなければなりません【本人の考え】 

○そうやって答えをだして、自分で実行できることはいいのですが、自分だけで実行できないこともあ

ります。そういうときには自分を取り巻く家族・友人、医療従事者、社会制度・法律などが「その方

針でいいですよ、協力しますよ」と了承することが必要になります【周囲との合意づくり】 

 

日頃、職場や家庭や学校などさまざまな場面で悩んでいる合意づくりの問題を頭に描きながら、話し

合いの中から、21 世紀にフィットした合意づくりを探していきます。 

 

基調講演、桑子敏雄 東京工業大学教授 のご紹介 

 

日本・東洋・西洋の思想をもとに、環境・生命・情報などの問題にかかわる価値の対立・紛争

を分析。合意形成プロセスについて、理論的基礎研究とともに、川や地域づくりでの住民と行政、

住民どうし、行政機関どうしの間の話し合いの設計、運営、進行を行い、参加型合意形成プロセ

スを含むプロジェクト・マネジメントを研究。（「日本文化の空間学」東信堂より） 

 

【会場までのアクセス】 

JR中央線、東京メトロ丸の内線・南北

線/四ツ谷駅 麹町口・赤坂口から徒歩

5分 

※正門からお越しください。 

会場の 3号館・521教室はこの辺

りになります。 

 


